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ミュンヘン便り
～ Pilsen ～

打ち合わせでPilsenに行ってきました。
Pilsenと聞いてどこの国か、ぱっとお分かり
になる方は、ビールがお好きな方とお見受け
します。Pilsenから生まれたビールはドイツ
ではPilsner Urquellと呼ばれます。よくピル
スナーと呼ばれるタイプのビールの元祖は、
この町で生まれ、今でも製造されています。

Pilsenは、ドイツとチェコとの国境近く
の、チェコにある町です。チェコ語では、
Plzenと書きます。この町は、ドイツに近い
こともあって、たくさんのドイツ企業が進出
して工場を作っている他、日本の企業など海
外の企業が多く進出しています。そのせい
か、駅の正面玄関となっている建物は、ザ・
ヨーロッパと言わんばかりの堂々とた立派な
建物です（写真）。中も天井が高く、壁画風
の絵が飾ってあり、高い窓から光が注ぎ、日
本の駅とはかなり違う雰囲気です（写真）。
強いて言えば、東京駅の丸の内南口改札のド
ームを大きくしたような感じでしょうか。

打ち合わせが終わった夜、ここに来たから

にはやはりこれを飲まねば、と注文した元祖
ピルスナーは、丸みを帯びた取手付のグラス
に入っていました（写真）。手前は300cc、奥
は500ccです。以前飲んだケルンのピルスナ
ーや日本のビールよりも、元祖ピルスナーの
ほうが苦みが少なく、口当たりが良いように
感じました。チェコのレストランでは、ビー
ルより水のほうが高いのだそうです。われわ
れが夕食を取ったレストランでも確かにその
通りで、ビールよりも水、コーヒー、お茶な
どのほうが高かったのは印象的でした。お茶
と言えば、生のショウガを細かく刻んでフレ
ンチコーヒー用のポットに入れたショウガ茶
があったのは、日本人にとってはうれしい驚
きでした。ドイツのカフェやレストランで
も、生のショウガを使ったお茶を見たことは
まだないのです。

ミュンヘンからPilsenまでは、直通の電車
で４時間強。東京―岡山間を新幹線で移動す
る感覚でしょうか。ただし新幹線と違い、ミ
ュンヘンー Pilsen間を走る電車は、なぜかよ
く揺れます。前回行ったときは、車両のサス
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ペンションが柔らかすぎて上下動があまりに
激しく、車内で仕事をしようと思っていた私
と同僚は、開けたノートパソコンを同時に閉
じて顔を見合わせました。あれは２等車で行
ったために車両のサスペンションが良くなか
ったのであろうと考えた私は、今回は張り込
んで１等車にしてみましたが、前回よりもさ
らに使い込んだ雰囲気の車両の半分が１等
車、残り半分が２等車という構成。かろうじ
て文献を読むことはできても、ノートパソコ
ンのディスプレイを見るなんてとんでもな
い。チェコからミュンヘンへの帰りの電車は
さらに揺れが激しく、文献を読むのすらでき
ないほどでした。日本の新幹線であれほどの
スピードを出しながら、車内での読書やノー
トパソコンの使用に何らストレスを感じさせ
ない技術がどれほどありがたく素晴らしいも
のか、つくづく痛感したのです。

帰りの車内での４時間、ノートパソコンを
使えず、文献を読むことすらできず、外を眺
めてもドイツとチェコとの国境地帯の景色は
大変単調で、高低差が全くなく、行けども行
けども作物畑と小さい集落との繰り返し。食
堂車の揺れが比較的少ないことを発見した
我々は、暇つぶしと食事とを兼ねて、食堂車
に陣取りました。食堂車では、サンドイッチ
やコーヒーなどのスナック類・飲料を販売し
ている他に、温かい食事を提供しています。
ジャガイモスープ、グーラッシュ（ハンガリ

ーのシチュー）、スパゲティボロネーゼ、ちょ
っとした肉料理など。キャパシティは小さ目
で、４人掛け相当のテーブルが２つ、バーの
ような高めの椅子が６つ、計14人というとこ
ろ（写真）。ですが、椅子のクッションの質も
一等車のそれよりはるかに快適で、本当はこ
こに長居したかったので、スープのおかわり
を頼んだりして時間稼ぎしたのですが、ノー
トパソコンを手にバーに座ったお兄さんの眼
力プレッシャーに押されて席を立ちました。

Pilsenに駐在されている日本の発明者の方
によると、日本からの駐在の方同士で車を運
転してミュンヘンのオクトーバーフェストを
日帰りで見に行ったりされるそうです。ドイ
ツのクリスマスマーケットが始まったら見に
行きたいとも。地続きだと、国境を超えてお
祭りに行くのも、いとも簡単にできてしまう
のですね。
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